
自
民
・
維
新
連
立
政
権
と
補
完
勢
力
が

国
会
で
８
割
以
上
の
議
席
を
占
め
、
安
全

保
障
・
憲
法
を
巡
り
翼
賛
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
国
会
の
大
半
が
大
軍
拡
を

正
当
化
し
、
日
米
同
盟
を
絶
対
視
す
る

「
思
考
停
止
」
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
日
本

共
産
党
は
こ
う
し
た
流
れ
に
真
っ
向
か
ら

抗
し
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
大
軍
拡
反

対
・
憲
法
９
条
を
守
り
生
か
そ
う
と
論
戦

を
展
開
。
か
け
が
え
の
な
い
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

「
事
前
協
議
」
違
反
を
追
及

鋭
く
問
わ
れ
た
の
が
、
米
・
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
先
制
攻
撃
を
巡
る
対
応

で
す
。

ス
ペ
イ
ン
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
、
少
な
く

な
い
米
国
の
同
盟
国
が
「
国
際
法
違
反
」

だ
と
非
難
し
、
国
内
の
米
軍
基
地
の
使
用

を
拒
否
し
ま
し
た
。
一
方
、
日
本
か
ら
は

在
沖
縄
海
兵
隊
や
横
須
賀
の
イ
ー
ジ
ス
艦

な
ど
、
多
く
の
米
軍
部
隊
が
出
撃
し
、
イ

ラ
ン
攻
撃
に
関
与
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
政

府
は
一
度
た
り
と
も
米
国
を
非
難
せ
ず
、

米
軍
の
出
撃
を
容
認
し
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
告
発
し
た
の
が

日
本
共
産
党
で
す
。
田
村
智
子
委
員
長
は
、

国
民
の
８
割
が
イ
ラ
ン
攻
撃
に
反
対
し
て

い
る
の
に
、
政
府
が
「
事
前
協
議
」
を
一

度
も
求
め
ず
在
日
米
軍
の
イ
ラ
ン
出
撃
を

容
認
し
て
き
た
日
本
政
府
の
姿
勢
を
批
判

し
ま
し
た
。

１
９
６
０
年
１
月

の
安
保
条
約
改
定
と

と
も
に
交
わ
さ
れ
た

岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換

公
文
で
は
、
在
日
米

軍
が
日
本
の
施
政
権
外
で
「
戦
闘
作
戦
行

動
」
を
行
う
場
合
な
ど
に
、
日
米
が
「
事

前
協
議
」
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
安
保
体
制
の
下
で
日
本
国
民
が
望
ま

な
い
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
の
制
度
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
茂
木
敏
充
外
相
は
、
協
議

を
行
う
か
ど
う
か
は
「
米
軍
が
判
断
す
る

問
題
だ
」
と
無
責
任
な
姿
勢
に
終
始
。
こ

れ
に
対
し
、
田
村
氏
は
４
月
９
日
の
衆
院

安
保
委
員
会
で
、
75
年
に
外
務
省
ア
メ
リ

カ
局
長
が
衆
院
内
閣
委
員
会
で
行
っ
た
答

弁
を
引
用
し
て
追
及
し
ま
し
た
。
同
局
長

は
、
在
日
米
軍
が
日
本
国
内
の
基
地
か
ら

海
外
の
戦
場
に
出
撃
し
、
直
接
戦
闘
に
従

事
す
る
場
合
は
「
明
ら
か
に
事
前
協
議
の

対
象
」
だ
と
し
た
上
で
、
そ
れ
以
外
の
任

務
や
態
様
も
「
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
答
弁
し
て
い
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
が
国
内
の
米
軍
基
地
の
使
用

を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
、
米

国
と
の
２
国
間
協
定
で
イ
タ
リ
ア
政
府
の

合
意
な
し
に
攻
撃
的
目
的
で
の
基
地
使
用

を
制
限
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
。
「
日
本

も
思
考
停
止
か
ら
抜
け
出
す
時
だ
」
と
強

調
し
、
米
軍
に
基
地
の
排
他
的
使
用
権
を

認
め
て
い
る
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
改
定

を
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
綱
領
に
日
米
安
保
条
約
を

廃
棄
し
、
対
等
・
平
等
の
日
米
関
係
を
つ

く
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
日
本
共
産
党
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
論
戦
で
す
。
同
時
に
、

日
本
政
府
と
の
事
前
協
議
も
な
く
、
国
連

憲
章
に
も
国
際
法
に
も
違
反
し
た
戦
争
に

在
日
米
軍
が
出
撃
す
る
こ
と
は
国
家
主
権

の
侵
害
で
あ
り
、
安
保
容
認
の
立
場
で
あ
っ

て
も
、
追
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

で
す
。
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住民こそ主人公・住民のための市政を

改
憲
・
「
日
米
同
盟
強
化
」
一
色
の
国
会
で

光
る
共
産
党
の
安
保
・
外
交
論
戦



ゴ
マ
ギ
は
、
ガ
マ
ズ
ミ

の
仲
間
で
す
。
高
さ
は
五

Ｍ
位
に
な
る
木
で
す
。
葉

は
厚
く
て
シ
ワ
が
あ
り
、
ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
た
感
じ

で
枝
に
対
生
し
て
い
ま
す
。
五
月
頃
に
白
い
一

セ
ン
チ
位
の
花
を
モ
コ
モ
コ
と
、
木
全
体
が
白

く
見
え
る
程
咲
か
せ
ま
す
。
枝
や
葉
を
も

む
と
ゴ
マ
油
の
香
り
が
し
ま
す
。
花
の
あ

と
夏
に
は
赤
い
実
を
付
け
、
秋
に
は
黒
く

な
り
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

県
内
で
は
相
模
原
台
地
に
少
し
と
、
箱

根
に
多
く
生
育
し
て
い
ま
す
。
津
久
井
の

山
や
丹
沢
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
近
い
所

で
は
、
山
中
湖
周
辺
の
少
し
湿
っ
た
林
に

普
通
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
別
荘
地
に
も

見
ら
れ
ま
す
。
花
が
咲
い
た
か
な
と
五
月

中
旬
に
行
っ
て
み
た
ら
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど

の
木
は
蕾
で
、
一
～
二
本
咲
き
出
し
て
い

ま
し
た
。
他
に
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
白
い
花

は
満
開
で
良
か
っ
た
で
す
。
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植物

ゴ
マ
ギ(

胡
麻
木)

ガ
マ
ズ
ミ
科
ガ
マ
ズ
ミ
属

小
原
の
郷

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
進
行
中

「
小
原
の
郷
」
は
、
現
在
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
に
向
け
た
改
修
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
２
０
２
７

年
１
月
30
日
ま
で
休
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。
改
修
後

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
は
２
０
２
７
年
１
月
31

日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
自
然
と
歴
史
の
入
り
口
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
再

整
備
さ
れ
る
施
設
に
は
、
次
の
よ
う
な
新
機
能
や
特

徴
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

◆
飲
食
・
物
販
施
設
の
拡
充＝

津
久
井
産
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
落
ち
着
い
た
木
質
空
間
に
生
ま
れ

変
わ
り
、
新
た
に
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
や
物
販
機
能
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

◆
歴
史
と
自
然
の

交
流
拠
点＝

既
存

の
小
原
宿
本
陣
関

連
の
資
料
展
示
に

加
え
、
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン

ト
が
定
期
開
催
さ

れ
ま
す
。

◆
周
辺
環
境
の
整

備＝

ト
イ
レ
の
新

設
、
芝
生
広
場
の

整
備
、
約
40
台
が

収
容
で
き
る
駐
車

場
が
新
た
に
設
置

さ
れ
ま
す
。


